
水田後作の秋まき小麦安定生産

～水田後作秋まき小麦の現状把握及び適正は種量並びにほ場条件の確認～

対象：妹背牛町内水田後作秋まき小麦作付け農業者

課題番号 31

１ 活動の背景

２ 活動の経過

◆ 妹背牛町内農業者以外に、秩父別町、沼田町において聞き取り
や調査を実施

水稲が基幹品目
畑作の輪作品目が少なく連作障害が問題

１戸あたり水張り面積の増加から
水田後作秋まき小麦作付け面積も増加

水田後作の秋まき小麦
安定生産技術が必要とされる

（1) 水田後作秋まき小麦は種量の検討

①耕種概要

土壌区分：低地土、は種方法：ドリル

②は種前作業

9/20 水稲（移植ななつぼし）収穫

9/25 秋まき小麦は種

③試験区分

区分 は種量

10㎏区 10㎏/10a（260粒/㎡）

15㎏区 15㎏/10a（390粒/㎡）

20㎏区 20㎏/10a（519粒/㎡）

(2) 排水対策及び適正な耕起方法の検討と実践

は種量の検討が
必要とされる

・は種時期が適期以降
・土壌水分含量が高い（ほ場が乾いていない）

前作水稲収穫 :９月中旬～10月上旬
秋まき小麦は種 :９月下旬～10月上旬

は種量が基準よりも多く設定

（適期以降の基準は種量7～9㎏/10a）

実際のは種量 10~20㎏/10a

◆ 水田後作秋まき小麦は種量を比較するため、試験ほを設置

【北空知支所：地域第二係】



地域で行われている排水対策優良事例

４ 今後の課題と対応

田畑輪換は畑作物において土壌病害回避、畑作雑草対策として有効な手段となる。ただ
し、水田後作秋まき小麦安定生産のためには排水対策が必須となる。
今後の対応としては、次年度は排水対策実施ほ場の土壌水分の調査を行い、排水対策の効

果検証を行う。

は種適期以降の9月25日には種する場合

10～15kg/10aで
製品収量・品質確保可能！
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図１ 茎数・穂数の推移
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図２ 収量と製品割合

製品

（㎏/10a)

屑

（㎏/10a)

2.2mm上製品割合(%)

10㎏区 15㎏区 20㎏区

３ 活動実績の具体的内容

（１）水田後作秋まき小麦は種量の検討

（２）排水対策及び適正な耕起方法の検討と実践

・出穂揃い後6月15日頃の穂数をみる
と、各は種量区の差はほとんど無い。

・このため、は種量は20㎏/10aより少な
くても良いと推察できる。

写真２ 減収した水田後作ほ場
（令和6年7月31日撮影）

水田後作秋まき小麦生産には

「排水対策が必須」

・心土破砕
・サブソイラの密掛け
・小麦出芽後の心土破砕

写真１ 越冬前降雨と融雪水の滞水
（令和6年4月12日撮影）

・額縁明きょ
・暗きょ・集中管理孔
・傾斜均平

排水対策技術実施戸数（普及対象：26戸）
妹背牛町水田後作秋まき小麦作付け者

達成度133％（現況→目標→実績）0戸→6戸→8戸

・滞水がみられた水田後作ほ場が減収

・土壌断面調査結果から減収ほ場では地下水位が高い傾向


